
ニューズレター第108号 (2017年 11月 ) 日本カナダ学会10

＜リレー連載＞

なぜカナダ研究をしているのか（第 12 回）

～すべては少年時代の経験から（？）～

岡田 健太郎

カナダ政治を研究するきっかけは、 遠くたどれば

今から 30 年近く前、 高校時代バンクーバーで一

年過ごしたことになるかと思います。 つまり学問的、

あるいは社会科学的な関心からというわけではな

く、 あくまでもカナダとの邂逅という個人的な経験が

きっかけでした。 カナダでの暮らしは初めての海外

生活ということもあり、 見るもの聞くものすべてが新

鮮で、 いろいろなことをいまでも鮮明に覚えていま

す。 本当に理解できていたかはともかくとして、通っ

た高校での社会科の授業も討論を織り込んだ内容

で大変面白かったですし、 香港返還前後で急増

した中国系移民の生徒さんたちとの交流も懐かし

い思い出です。 中国系の人々のみならず、 中東

系やインド系の同級生との付き合い （とちょっとし

た気持ちの行き違いなど） は、 多文化主義の国

カナダを体感するたいへんよい機会でした。 また、

わたしが滞在していた 1992 年前後はカナダ建国

125 周年ということで、 さまざまなところで催しがあっ

たり、 テレビコマーシャルが流れていたりして、 国

のかたちに思いを巡らしお祝いするということを、 こ

れまた新鮮な思いで眺めていました。

　 なかでも自分にとって衝撃的だったのは、 憲

法改正を巡る一連の動きでした。 たしか 92 年

はシャーロットタウン協定が結ばれた年だと思う

のですが、 ブライアン ・ マルルーニ連邦首相

やローベル ・ ブラッサ ・ ケベック州首相、 ボ

ブ ・ レー ・ オンタリオ州首相らがひざを突き合

わせて何とか合意に向けて落としどころを探ろう

と必死になっている様子をテレビで見て、 高校

生ながらもこの国がなんだか大きく変わろうとし

ていると感じていました。 ボブ ・ レーの流暢な

英仏バイリンガルっぷりにもびっくりしたのを覚

えています。 シャーロットタウン協定を巡る国民

投票が行われ、 そして大差で否決された日は、

ワールドシリーズでトロントブルージェイズが初

めてチャンピオンになった日だった （あるいはト

ロントでの優勝パレードの日だったか、 記憶が

あいまいです） と思います。 その日のテレビで

はブルージェイズの優勝を祝う様子の生中継

と、 刻一刻と明らかになる国民投票の結果がか

わるがわる流され、 何とも不思議な気持ちにな

りました。 国を挙げて盛大に優勝を祝っている

一方で、 いわば国家統合 （当時高校生だった

私はこういうコトバを知らないわけですが） に失

敗した首相たちの落胆ぶりとが対照的で、 いま

でも強烈に印象に残っています。 学校でもこの

憲法改正問題についてディスカッションがなさ

れ、 その様子が Vancouver Sun 紙に写真入りで

載ったのもよい思い出です。 当時の私は高校

生でしたから、 憲法や政治に関する知識がそ

れほどあるわけではなく、 ただぼんやりと日本

とは異なる政治の仕組みがあるのだ、 ということ

を感じていたように思います。

　 日本に帰ってきてからしばらくはカナダとはほ

とんど縁のない人生だったのですが、 大学院に

行こうとしたときにカナダ政治を勉強しようと思い

ました。 たまたま他学部に非常勤で来られてい

た加藤普章先生のゼミに参加し、 さらには専修

大に出かけて石川一雄先生の講義も聴講したり

して、 カナダ政治への関心を深めていきました。

大学院に入ってからの研究テーマは、 カナダの

政党システムについてでした。 連邦レベルと州

レベルで峻別される政党システムのメカニズムが

不思議で、 どうしてこのようなかたちになってい

るのだろうと不思議に思ったのが始まりです。 日

本にいるだけでは資料が集まらず、 修士一年の

時ひさしぶりにカナダに行きました。 ネットでカ

ナディアン航空のバンクーバー行きを予約しよう

としたら、 そもそもカナディアン航空が消滅して

いるのにびっくりしたことを今思い出しました。

　 その後2005年から7年にかけてはバンクーバー

とトロントで資料調査を行い、 政党内の意思決定

メカニズム等がどうなっているのかいろいろと調べ

たのですがうまく把握できず、 研究も行きづまった

状態になりました。 他のテーマも含めていろいろと

考えていたのですが、 大きな問いにつながらずに
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いました （今に至るまでそんな感じであるような気

もします）。そういう期間がしばらく続いたのですが、

縁あって働くことになった在バンクーバー日本国

総領事館での専門調査員時代に、 BC 州で行わ

れた選挙制度改革市民議会について勉強を始め

ました。 総領事館の肩書があると政府関係者にア

ポも取りやすく、 市民議会の制度設計者や実際

にかかわった人々に直接話を聞くこともでき大変

有益でした。 2018 年 11 月現在、 BC 州ではまた

もや選挙制度改革に関する州民投票が行われて

いて、 もはや選挙制度改革がしょっちゅう行われ

る伝統行事になった感もありますが、 そもそもカナ

ダでは、 連邦レベルも含めて選挙制度改革にい

つも熱心です。 実際にやるかどうかはともかくとし

て、 選挙公約でも選挙制度改革！！の文字が踊

ります。もはや忘れられていますが、現在のトルドー

政権も当初、 選挙公約にもとづいて選挙制度改

革をしようとしていた時期がありました。

　 BC 州選挙制度改革市民議会が開催されてい

た 2000 年代は、実は BC 州以外でも、ケベック州、

ニューブランズウィック州、 PEI 州などで王立委

員会が設置され、 選挙制度改革が模索されてい

たようです。 また、 トルドーさんの選挙制度改革

の動きも含めて、 連邦レベル州レベルを問わず、

すべての試みに共通するのが市民参加を重視す

る姿勢です。 公聴会やタウンミーティングが数多

く開催され、 私もそういったものに参加する機会

がありました。 一番最近だと、 2016 年に調査で

バンクーバーを訪れた際、 友人のスティーブン ・

フィリップスさん （ランガラ・カレッジ） に連れて行っ

てもらったジョイス ・ ムーレイ連邦下院議員 （自

由党） の政策カフェというタウンミーティングが最

も印象に残っています。 2016 年 8 月 22 日に行

われたこの会合では、 主にトルドー首相の掛け声

のもと、 選挙制度改革について有権者の声を直

接聞くことを目的にカナダ各地で頻繁に開催され

ていました。 熱心に議論する人々の熱意にびっく

りしたことを覚えています。なお同下院議員のホー

ムページでは、 熱心に議論する聴衆の様子が写

真入りで紹介されているのですが、 たまたま私が

けっこう目立つ構図になっていてこれまたびっくり

しました。 これもよい思い出です。

　 ここ数年は、 王立委員会における市民参加の

構造や公聴会の役割、 王立委員会に代表される

ような独立調査委員会制度の国際比較など、 関

心の赴くままにテーマを見つけて勉強しています。

王立委員会制度に関連して、 カナダにおける君

主制の役割にも関心を持ち、 旧英領諸国との比

較研究などにも目を通すようになりました。 そのま

た関連 （意味があるように関連しているのかはな

はだ疑問ですが） で、 総督や副総督のカナダ政

治における役割にも関心を持つようになりました。

昨年来カナダの州レベルの政治では、 州議会選

挙の結果、どの政党も過半数を制しえないハング・

パーラメント （宙ぶらりん議会） 状況が生じること

があり、 連立交渉において副総督が政治的裁定

をせざるを得ない状況が生まれています。 ハー

パー首相の議会停会を是認するか否かが問われ

た 2008 年のいわゆる憲法危機の時もそうでした

が、 現代カナダ政治において実質的な政治的機

能を持たないとされてきた総督や副総督が現実政

治の前面に出てくるようになった状況に、 カナダ

政治の新しい流れを見る思いがしています。

　 私自身はかつてカナダ政治を勉強したいと

思ってこの業界に入り込みました。 自分がカナ

ダ研究者なのか、 政治学研究者なのか今でも

よくわかっていないのですが、 どちらかといえば

カナダ政治をフィールドにする地域研究者であ

るとの自己認識が最近強くなってきました。 政

治学研究の場合、 研究対象地域に対する思い

入れや気持ちはあまり良いものとされず、 研究

対象としての地域はあくまでも研究データのか

たまりとみなす傾向が強いのですが、 私自身に

とってカナダは、 多感な時代を過ごした大切な

場所です。カナダへの強い気持ちがありますし、

それを抜きにして研究はできないようにも思って

います。今後もカナダというフィールドを大切に、

オーストラリアやニュージーランドといった旧英

領諸国との比較も視野に入れつつ、 自分の興

味関心を掻き立ててくれるようなテーマを見つ

け、 研究を続けていきたいと思っています。

 （愛知大学）


